
10

20

JP 2024-147204 A 2024.10.16

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-147204
(P2024-147204A)

(43)公開日　令和6年10月16日(2024.10.16)

(54)【発明の名称】　多条コイル

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｍ 25/09 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｆ 3/04 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｍ 25/09 ５２０ 　　　
　Ａ６１Ｍ 25/09 ５５０ 　　　
　Ｆ１６Ｆ 3/04 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-60068(P2023-60068)
(22)出願日　 令和5年4月3日(2023.4.3)

(71)出願人　 390030731
朝日インテック株式会社
愛知県瀬戸市暁町３番地１００

(74)代理人　 100160691
弁理士　田邊  淳也

(72)発明者　 佐田  幸葉
愛知県瀬戸市暁町３番地１００  朝日イ 
ンテック株式会社内

(72)発明者　 篠原  悠
愛知県瀬戸市暁町３番地１００  朝日イ 
ンテック株式会社内

Ｆターム（参考）　 3J059 AA07 AC02 BA03 BA06
BB05 BC02 BD03 DA02
DA16 GA50

4C267 AA01 AA29 BB02 BB03
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　３Ｊ０５９
　４Ｃ２６７

(57)【要約】
【課題】長手方向に沿って曲げ剛性が変化する多条コイ 
ルを提供する。
【解決手段】複数の素線からなる多条コイルは、複数の 
素線が螺旋状に巻き回された第１区間と、第１区間から 
連続する１以上の素線が巻き回された第２区間と、を有 
し、第１区間を構成する素線の数が、第２区間を構成す 
る素線の数よりも多い。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 素 線 か ら な る 多 条 コ イ ル で あ っ て 、
　 複 数 の 素 線 が 螺 旋 状 に 巻 き 回 さ れ た 第 １ 区 間 と 、
　 前 記 第 １ 区 間 か ら 連 続 す る １ 以 上 の 素 線 が 巻 き 回 さ れ た 第 ２ 区 間 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 が 、 前 記 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 よ り も 多 い 、 多  
条 コ イ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 多 条 コ イ ル で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 区 間 と 前 記 第 ２ 区 間 の 両 方 の 区 間 に お い て 、 互 い に 隣 接 す る 素 線 同 士 は 接 触 し  
て い る 、 多 条 コ イ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 条 コ イ ル で あ っ て 、
　 前 記 多 条 コ イ ル を 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 見 た と き 、 前 記 多 条 コ イ ル の 軸 の 法 線 に 対  
す る 前 記 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き は 、 前 記 多 条 コ イ ル の 軸 の 法 線 に 対 す る 前 記 第 ２  
区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き よ り も 大 き い 、 多 条 コ イ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 多 条 コ イ ル で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 外 周 に は 、 前 記 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の う ち の 少 な く  
と も １ つ の 素 線 の 端 部 で あ っ て 、 横 断 面 の 断 面 積 が 、 前 記 端 部 と 連 続 す る 素 線 の 前 記 第 １  
区 間 に お け る 横 断 面 の 断 面 積 よ り も 小 さ い 端 部 が 配 置 さ れ て い る 、 多 条 コ イ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 産 業 用 機 器 や 医 療 機 器 に 用 い ら れ る 多 条 コ イ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 複 数 の 素 線 を 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 多 条 コ イ ル が 知 ら れ て い る 。 特 許 文  
献 １ に は 、 医 療 用 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 部 材 と し て 用 い ら れ る 多 条 コ イ ル が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ４ ７ ４ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 産 業 機 器 や 医 療 機 器 な ど 多 く の 用 途 に 用 い ら れ る 多 条 コ イ ル に お い て は 、 多 条 コ イ ル の  
長 手 方 向 に 沿 っ て 多 条 コ イ ル の 機 械 的 特 性 を 変 化 さ せ る こ と で 、 多 条 コ イ ル が 用 い ら れ る  
製 品 の 性 能 の 向 上 が 図 ら れ て い た 。 特 に 、 医 療 機 器 に お い て は 、 多 条 コ イ ル の 長 手 方 向 に  
沿 っ て 多 条 コ イ ル の 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 曲 げ 剛 性 が 変 化 す る 多 条 コ イ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 の 少 な く と も 一 部 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 以 下 の  
形 態 と し て 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ １ ） 本 発 明 の 一 形 態 は 、 複 数 の 素 線 か ら な る 多 条 コ イ ル で あ っ て 、 複 数 の 素 線 が 螺 旋  
状 に 巻 き 回 さ れ た 第 １ 区 間 と 、 第 １ 区 間 か ら 連 続 す る １ 以 上 の 素 線 が 巻 き 回 さ れ た 第 ２ 区  
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間 と 、 を 有 し 、 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 が 、 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 よ り も 多 い  
、 多 条 コ イ ル 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 が 、 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 数 よ り  
も 多 い こ と で 、 多 条 コ イ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ２ ） 上 記 形 態 の 多 条 コ イ ル に お い て 、 第 １ 区 間 と 第 ２ 区 間 の 両 方 の 区 間 に お い て 、 互  
い に 隣 接 す る 素 線 同 士 は 接 触 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 隣 接 す る 素 線 同 士 が 接 触 し て い る こ と で 、 多 条 コ イ ル の ト ル ク 伝 達  
性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ３ ） 上 記 形 態 の 多 条 コ イ ル に お い て 、 多 条 コ イ ル を 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 見 た と  
き 、 多 条 コ イ ル の 軸 の 法 線 に 対 す る 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き は 、 多 条 コ イ ル の 軸 の  
法 線 に 対 す る 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き よ り も 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 多 条 コ イ ル の 軸 に 対 す る 第 １ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き が 、 多 条 コ  
イ ル の 軸 に 対 す る 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 傾 き よ り も 大 き い こ と で 、 多 条 コ イ ル の 曲 げ  
剛 性 を 、 多 条 コ イ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ４ ） 上 記 形 態 の 多 条 コ イ ル に お い て 、 第 ２ 区 間 を 構 成 す る 素 線 の 外 周 に は 、 第 １ 区 間  
を 構 成 す る 素 線 の う ち の 少 な く と も １ つ の 素 線 の 端 部 で あ っ て 、 横 断 面 の 断 面 積 が 、 端 部  
と 連 続 す る 素 線 の 第 １ 区 間 に お け る 横 断 面 の 断 面 積 よ り も 小 さ い 端 部 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 横 断 面 の 断 面 積 が 小 さ い 素 線 の 端 部 が 第 ２ 区 間 に 配 置 さ れ て い る こ  
と で 、 多 条 コ イ ル の 曲 げ 剛 性 を 、 多 条 コ イ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 種 々 の 態 様 で 実 現 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 ガ  
イ ド ワ イ ヤ の 製 造 方 法 、 カ テ ー テ ル 、 カ テ ー テ ル の 製 造 方 法 、 内 視 鏡 、 ダ イ レ ー タ 、 な ど  
の 形 態 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ １ － Ａ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ １ － Ｂ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 素 線 片 の 形 状 を 模 式 的 に 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の Ｃ １ － Ｃ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 区 間 の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 区 間 の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 多 条 コ イ ル の 外 観 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ａ ２ － Ａ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の Ｂ ２ － Ｂ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ９ の Ｃ ２ － Ｃ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ３ 区 間 の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
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　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図  
１ か ら 図 ８ を 用 い て 多 条 コ イ ル １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ８ で 示 さ れ て い る 多 条 コ  
イ ル １ の 各 構 成 部 材 の 大 き さ は 例 示 で あ り 、 実 際 と は 異 な る 尺 度 で 表 さ れ て い る 場 合 が あ  
る 。 以 下 で は 、 多 条 コ イ ル １ の 各 構 成 部 材 の 、 先 端 側 に 位 置 す る 端 部 を 「 先 端 」 と 記 載 し  
、 「 先 端 」 を 含 み 先 端 か ら 後 端 側 に 向 か っ て 中 途 ま で 延 び る 部 位 を 「 先 端 部 」 と 記 載 す る  
。 同 様 に 、 各 構 成 部 材 の 、 後 端 側 に 位 置 す る 端 部 を 「 後 端 」 と 記 載 し 、 「 後 端 」 を 含 み 後  
端 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 中 途 ま で 延 び る 部 位 を 「 後 端 部 」 と 記 載 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 多 条 コ イ ル １ は 、 産 業 用 機 器 や 医 療 機 器 な ど の 部 材 と し て 用 い ら れ る コ イ ル 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 多 条 コ イ ル １ は 、 複 数 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） を 、 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ て い る 。 多 条  
コ イ ル １ は 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に お い て 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 順 番 に 、 第 １  
区 間 Ｓ １ と 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ と 、 を 有 し て い る 。 第 １ 区 間 Ｓ １ は 、 ８ 本 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８  
） を 螺 旋 状 に 巻 く こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ は 、 ７ 本 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７  
） を 螺 旋 状 に 巻 く こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 多 条 コ イ ル １ は 、 長 手 方 向 に お け  
る 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） に よ っ て 、 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 が 異 な る 。 ま た 、 第 ２  
区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に は 、 素 線 ３ ８ の 端 部 の 素 線 片 ５ ０ が 巻 か  
れ て い る 。 各 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） は 、 円 形 断 面 を 有 し て い る が 、 断 面 は 矩 形 形 状 等 の 円 形 以 外 の 形 状  
で あ っ て も よ い 。 素 線 片 ５ ０ は 、 略 半 円 弧 断 面 を 有 し て い る が 、 断 面 は 円 形 等 の 半 円 弧 形  
以 外 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 第 １ 区 間 Ｓ １ の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） は 、 長 手 方 向 に お い て 隣  
接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） 同 士 が 接 触 す る よ う に 密 に 巻 か れ て い る 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 素 線  
（ ３ １ ～ ３ ７ ） も 同 様 に 、 長 手 方 向 に お い て 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） 同 士 が 接 触 す る  
よ う に 密 に 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） お よ び 素 線 片 ５ ０ の 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ス テ ン  
レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ２ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ 等 ） 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 等 の 超 弾 性 合  
金 、 ピ ア ノ 線 、 ニ ッ ケ ル － ク ロ ム 系 合 金 、 コ バ ル ト 合 金 、 白 金 、 金 、 タ ン グ ス テ ン 等 を 用  
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 第 １ 区 間 Ｓ １ の 詳 細 ＞
　 図 ２ は 、 図 １ の Ａ １ － Ａ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ２ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ の 横 断  
面 を 例 示 し て い る 。 第 １ 区 間 Ｓ １ は 、 素 線 ３ １ と 、 素 線 ３ ２ と 、 素 線 ３ ３ と 、 素 線 ３ ４ と  
、 素 線 ３ ５ と 、 素 線 ３ ６ と 、 素 線 ３ ７ と 、 素 線 ３ ８ と 、 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 各 素 線 （  
３ １ ～ ３ ８ ） は 、 多 条 コ イ ル １ の 周 方 向 に お い て 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） 同 士 が 接 触  
す る よ う に 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
＜ 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 詳 細 ＞
　 図 ３ は 、 図 １ の Ｂ １ － Ｂ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ４ は 、 素 線 片 ５ ０ の 形 状 を  
模 式 的 に 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ５ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の う ち 、 素 線 片 ５ ０ を 含 む 部 分 の 横  
断 面 を 例 示 し て い る 。 上 述 の よ う に 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ は 、 素 線 ３ １ と 、 素 線 ３ ２ と 、 素 線 ３  
３ と 、 素 線 ３ ４ と 、 素 線 ３ ５ と 、 素 線 ３ ６ と 、 素 線 ３ ７ と 、 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 各 素  
線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） は 、 多 条 コ イ ル １ の 周 方 向 に お い て 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） 同 士 が  
接 触 す る よ う に 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 素 線 ３ ８ （ 図 １ ） の 先 端 部 の 横 断 面 積 は 、 素 線 ３ ８ の 後 端 部 の 横 断 面 積 よ り も 小 さ く 形  
成 さ れ て い る 。 素 線 ３ ８ の う ち 、 先 端 側 に 設 け ら れ た 、 素 線 ３ ８ の 後 端 部 の 横 断 面 積 よ り  
も 横 断 面 積 が 小 さ い 端 部 を 「 素 線 片 ５ ０ 」 と 呼 ぶ 。 素 線 片 ５ ０ は 、 略 半 円 弧 状 の 断 面 を 有  
し 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に 巻 か れ て い る 。 具 体 的 に は 、 素  
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線 片 ５ ０ は 、 円 形 断 面 の 素 線 ３ ８ の 外 周 面 の 一 部 を 残 し 、 他 の 部 分 が 削 ら れ る こ と に よ っ  
て 形 成 さ れ た 略 半 円 弧 形 状 を 有 し （ 図 ４ 参 照 ） 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７ の 間 の 凹 部 ６ ０ （ 図  
３ ） に 沿 っ て 巻 か れ て い る 。 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～  
３ ８ ） の う ち の 一 つ の 素 線 ３ ８ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ か ら 第 ２ 区 間 Ｓ ２ に 移 行 す る 部 分 で 横 断  
面 積 の 小 さ い 素 線 片 ５ ０ と な っ て 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 外 周 に 巻 か れ て い る 。 一 方 で 、 素 線 ３ ８  
以 外 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ か ら 第 ２ 区 間 Ｓ ２ に 亘 っ て 連 続 し て 設 け ら れ  
て い る 。 素 線 片 ５ ０ は 、 素 線 ３ ８ の 残 部 で あ り 、 こ れ 自 体 は 素 線 と し て の 機 能 を 有 し て い  
な い た め 素 線 の 本 数 に カ ウ ン ト し な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に は 、 素 線 片 ５ ０ の 横 断 面 ５ ２ の 連 続 的 な 変 化 が 示 さ れ て い る 。 素 線 片 ５ ０ は 、 後  
端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 、 横 断 面 ５ ２ の 面 積 （ 横 断 面 積 ） が 徐 々 に 小 さ く な る 遷 移 部 ５  
５ と 、 横 断 面 ５ ２ の 面 積 及 び 形 状 （ 横 断 面 形 状 ） が 略 一 定 と な る 一 定 部 ５ ６ と 、 か ら な っ  
て い る 。 素 線 ５ ０ の 横 断 面 が 円 形 で あ る 場 合 、 遷 移 部 ５ ５ の 横 断 面 ５ ２ の 形 状 は 円 弧 ５ ３  
と そ の 弦 ５ ４ か ら な る 半 円 弧 形 状 を 有 し て お り 、 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 、 面 積 が 徐  
々 に 小 さ く な っ て い る 。 こ の 場 合 、 円 弧 ５ ３ の 長 さ は 横 断 面 ５ ２ の 面 積 の 減 少 に 伴 っ て 徐  
々 に 短 く な り 、 弦 ５ ４ の 長 さ は 、 弦 ５ ４ が 上 記 円 の 中 心 を 通 過 す る 位 置 に 達 す る ま で は 徐  
々 に 長 く な り 、 円 の 中 心 に 達 し た 後 は 徐 々 に 短 く な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 図 １ の Ｃ １ － Ｃ １ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ５ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の う ち  
、 第 １ 区 間 Ｓ １ の 先 端 に 近 い 部 分 の 横 断 面 を 例 示 し て い る 。 第 １ 区 間 Ｓ １ と 第 ２ 区 間 Ｓ ２  
は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 形 成 す る こ と が で き る 。 ま ず 、 多 条 コ イ ル １ を 芯 金 に 複 数 の  
素 線 ３ １ ～ ３ ８ を 螺 旋 状 に 巻 き 回 す こ と で 形 成 す る 場 合 、 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 複  
数 の 素 線 ３ １ ～ ３ ８ を 巻 き 回 し て い る 途 中 で 、 第 １ 区 間 Ｓ １ に お け る 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７  
の 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 方 向 に お け る 距 離 を 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７  
の 間 に 位 置 す る 素 線 ３ ８ が 、 多 条 コ イ ル １ の 径 方 向 外 側 に 押 し 出 さ れ る 。 上 記 軸 方 向 に お  
け る 距 離 を 小 さ く す る 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 素 線 を 巻 き 回 す 際 の ピ ッ チ を  
途 中 か ら 短 く 変 更 す る こ と 等 で 実 行 す る こ と が で き る 。 押 し 出 さ れ た 素 線 ３ ８ の 一 部 を 、  
研 磨 機 な ど で 研 磨 し 、 略 半 円 弧 形 状 の 素 線 片 ５ ０ を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 多 条 コ イ ル １  
の 長 手 方 向 に 沿 っ て 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の う ち の 一 つ の 素  
線 ３ ８ の 端 部 を 素 線 片 ５ ０ に 加 工 す る こ と で 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７  
） の 数 を 減 ら し て い る 。 こ れ に よ り 、 多 条 コ イ ル １ は 、 別 々 に 製 造 し た 素 線 同 士 の 接 合 な  
ど に よ る こ と な く 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 本 数  
を 変 化 さ せ て い る 。 多 条 コ イ ル １ は 、 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） 同 士 の 接 合 部 を 有 さ な い こ と で  
、 接 合 部 に よ っ て 多 条 コ イ ル １ が 局 所 的 に 硬 く な る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 、 「 各 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 」 （  
「 各 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 条 数 」 ） と は 、 各 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） を  
構 成 す る 略 円 筒 状 に 巻 か れ た 複 数 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） で あ っ て 、 互 い に 略 同 一 の 横 断 面  
積 を 有 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 の こ と を 指 し て い る 。 上 述 の よ う に 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を  
構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 数 に 、 素 線 と し て の 機 能 を 有 し て い な い 素 線 片 ５ ０ は 含 ま  
な い 。 つ ま り 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 数 は 、 ７ 本 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ は 、 多 条 コ イ ル １ の 第 １ 区 間 Ｓ １ の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 各 素 線  
（ ３ １ ～ ３ ８ ） は 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 Ｏ １ に 対 し て 、 所 定 の 角 度 で 傾 い て 巻 か れ て い る 。  
本 実 施 形 態 に お い て 、 多 条 コ イ ル １ を 軸 Ｏ １ 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 見 た と き の 、 各 素 線  
（ ３ １ ～ ３ ８ ） と 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 Ｏ １ に 対 す る 法 線 Ｎ １ と が な す 角 度 を 、 各 素 線 （ ３  
１ ～ ３ ８ ） の 「 傾 き 角 度 β 」 と 呼 ぶ 。 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 傾 き が 大 き く な る と 、 傾 き 角  
度 β も 大 き く な る 。 こ こ で 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 傾 き 角 度 β を  
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「 傾 き 角 度 β １ 」 と 呼 ぶ 。 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 各 傾 き 角 度 β  
１ は 略 同 一 で あ る 。 ま た 、 多 条 コ イ ル １ の 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） と 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 Ｏ  
１ に 対 す る 角 度 を 、 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 「 撚 り 角 α 」 と 呼 ぶ 。 特 に 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を  
構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 撚 り 角 α を 「 撚 り 角 α １ 」 と 呼 ぶ 。 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す  
る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 各 撚 り 角 α １ は 略 同 一 で あ る 。 傾 き 角 度 β １ と 撚 り 角 α １ は 、  
α １ ＋ β １ ＝ ９ ０ ° の 式 を 満 た す 関 係 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ は 、 多 条 コ イ ル １ の 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 第 ２ 区  
間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 傾 き 角 度 β を 「 傾 き 角 度 β ２ 」 と 呼 ぶ 。 第 ２ 区 間  
Ｓ ２ を 構 成 す る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 各 傾 き 角 度 β ２ は 略 同 一 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 区 間  
Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 撚 り 角 α を 「 撚 り 角 α ２ 」 と 呼 ぶ 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を  
構 成 す る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 各 撚 り 角 α ２ は 略 同 一 で あ る 。 傾 き 角 度 β ２ と 撚 り 角 α  
２ は 、 α ２ ＋ β ２ ＝ ９ ０ ° の 式 を 満 た す 関 係 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 傾 き 角 度 β １ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す  
る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 傾 き 角 度 β ２ よ り も 大 き い （ β １ ＞ β ２ ） 。 つ ま り 、 多 条 コ イ ル  
１ の 傾 き 角 度 （ β １ 、 β ２ ） は 、 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 撚 り 角 α ２ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る  
素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 撚 り 角 α １ （ 図 ６ ） よ り も 大 き い （ α ２ ＞ α １ ） 。 つ ま り 、 多 条 コ  
イ ル １ の 撚 り 角 （ α １ 、 α ２ ） は 、 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 大 き く な っ て い る 。 こ れ  
に よ り 、 多 条 コ イ ル １ の 曲 げ 剛 性 を 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る こ と が  
で き る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 曲 げ 剛 性 を 、 第 １ 区 間 Ｓ １ の 曲 げ 剛 性 よ り も 小 さ く  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ の 外 観 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 上 述 の よ う に 、 素 線 片 ５ ０ は 、  
第 １ 区 間 Ｓ １ に お い て 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７ の 間 に 形 成 さ れ る 凹 部 ６ ０ （ 図 ３ ） に 沿 っ て  
巻 か れ て い る 。 こ れ に よ り 、 多 条 コ イ ル １ の 外 径 は 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略  
一 定 で あ る 。 ま た 、 多 条 コ イ ル １ の 内 径 も 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略 一 定 で あ  
る 。 多 条 コ イ ル １ は 、 内 外 径 が 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 略 一 定 で あ る た め 、 ガ イ  
ド ワ イ ヤ や カ テ ー テ ル な ど の 、 体 内 に 挿 入 さ れ る 医 療 機 器 の 部 材 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ に よ れ ば 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １  
～ ３ ８ ） の 数 は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 数 よ り 多 い 。 こ れ に よ り  
、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に お い て 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 多 条 コ  
イ ル １ を ガ イ ド ワ イ ヤ や カ テ ー テ ル な ど の 長 尺 の 医 療 機 器 に 用 い る 場 合 は 、 多 条 コ イ ル １  
の 曲 げ 剛 性 を 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る こ と で 、 医 療 機 器 の 柔 軟 性 な ど  
を 、 医 療 機 器 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ 区 間 Ｓ １ と 第 ２ 区 間 Ｓ ２ に お い て 、 互 い に 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） 同 士 は 、 接  
触 し て い る 。 こ れ に よ り 、 多 条 コ イ ル １ の ト ル ク 伝 達 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た  
、 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 間 の 隙 間 が 小 さ い こ と に よ り 、 多 条 コ イ ル １ の 外 周 を 樹  
脂 の 被 膜 な ど で 覆 う 場 合 に 、 樹 脂 被 膜 が 多 条 コ イ ル １ の 内 側 に 入 り 込 む 可 能 性 を 低 減 す る  
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 樹 脂 被 膜 の 外 周 に 凹 凸 が 発 生 す る 可 能 性 を 低 減 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 多 条 コ イ ル １ を 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 見 た と き 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 Ｏ １ の 法 線 に 対  
す る 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 傾 き は 、 多 条 コ イ ル １ の 軸 Ｏ １ の 法 線  
に 対 す る 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 傾 き よ り も 大 き い 。 こ れ に よ り 、  
第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 撚 り 角 α ２ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ を 構 成 す る 素  
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線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 撚 り 角 α １ よ り も 大 き く な り 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 曲 げ 剛 性 は 、 第 １ 区 間  
Ｓ １ の 曲 げ 剛 性 よ り も 小 さ い 。 ま た 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 条 数 が 第 １ 区 間 Ｓ １ の 条 数 よ り も 少  
な く 、 加 え て 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 撚 り 角 α ２ が 第 １ 区 間 Ｓ １ を  
構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 撚 り 角 α １ よ り も 大 き い こ と で 、 多 条 コ イ ル １ の 長 手 方 向  
に 沿 っ て 、 よ り 大 き な 幅 で 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に は 、 素 線 ３ ８ の 端 部 で あ る 素 線 片  
５ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 素 線 片 ５ ０ の 横 断 面 の 断 面 積 は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ に お け る 素 線 ３ ８  
の 横 断 面 の 断 面 積 よ り も 小 さ い 。 こ れ に よ り 、 第 １ 区 間 Ｓ １ か ら 第 ２ 区 間 Ｓ ２ に 移 行 す る  
部 分 に お け る 剛 性 差 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 多 条 コ イ ル １ の ト ル ク 伝 達 性 の 向  
上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 例 え ば 、 素 線 ３ ８ の 端 部 を 切 断 す る こ と に よ り 、 多 条 コ イ  
ル １ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 変 化 さ せ る 場 合 は 、 素 線 ３ ８  
の 端 部 が 多 条 コ イ ル １ の 外 周 に 残 る こ と に よ り 、 素 線 ３ ８ が 多 条 コ イ ル １ の 外 側 に 突 出 す  
る 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 多 条 コ イ ル １ が 素 線 片 ５ ０ を 有 す る こ  
と で 、 素 線 ３ ８ が 多 条 コ イ ル １ の 外 側 に 突 出 す る 可 能 性 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 ９ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ Ｂ の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。  
第 ２ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ Ｂ は 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 有 し て い る と い う 点 で 第 １ 実 施 形 態  
の 多 条 コ イ ル １ と 異 な る 。 多 条 コ イ ル １ Ｂ の 構 成 の う ち 、 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ と  
共 通 す る 構 成 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 多 条 コ イ ル １ Ｂ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｂ と 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ に 加 え て 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ よ り 先  
端 側 に 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 有 し て い る 。 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ は 、 ６ 本 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） に よ  
り 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に は 、 素 線 ３ ８  
の 端 部 の 素 線 片 ５ ０ Ｂ が 巻 か れ て い る 。 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の  
外 周 に は 、 素 線 片 ５ ０ Ｂ に 加 え て 、 さ ら に 、 素 線 ３ ７ の 端 部 の 素 線 片 ５ １ が 巻 か れ て い る  
。 素 線 片 ５ １ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ９ の Ａ ２ － Ａ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ２ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｂ の  
横 断 面 を 例 示 し て い る 。 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｂ は 、 素 線 ３ １ と 、 素 線 ３ ２ と 、 素 線 ３ ３ と 、 素 線  
３ ４ と 、 素 線 ３ ５ と 、 素 線 ３ ６ と 、 素 線 ３ ７ と 、 素 線 ３ ８ と 、 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ １ は 、 図 ９ の Ｂ ２ － Ｂ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ  
の 横 断 面 を 例 示 し て い る 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ は 、 素 線 ３ １ と 、 素 線 ３ ２ と 、 素 線 ３ ３ と 、 素  
線 ３ ４ と 、 素 線 ３ ５ と 、 素 線 ３ ６ と 、 素 線 ３ ７ と 、 素 線 片 ５ ０ Ｂ と 、 に よ り 形 成 さ れ て い  
る 。 素 線 片 ５ ０ Ｂ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に 巻 か れ て い る  
。 素 線 片 ５ ０ Ｂ は 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７ の 間 に 形 成 さ れ た 凹 部 ６ ０ Ｂ に 沿 っ て 巻 か れ て い  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
＜ 素 線 片 ５ １ の 詳 細 ＞
　 図 １ ２ は 、 図 ９ の Ｃ ２ － Ｃ ２ 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ  
の 横 断 面 を 例 示 し て い る 。 素 線 ３ ７ （ 図 ９ ） の 先 端 部 の 横 断 面 積 は 、 素 線 ３ ７ の 後 端 部 の  
横 断 面 積 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 素 線 ３ ７ の う ち 、 先 端 側 に 設 け ら れ た 、 素 線 ３ ７  
の 後 端 部 の 横 断 面 積 よ り も 横 断 面 積 が 小 さ い 端 部 を 「 素 線 片 ５ １ 」 と 呼 ぶ 。 素 線 片 ５ １ は  
、 略 半 円 弧 状 の 断 面 を 有 し 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 外 周 に 巻 か  
れ て い る 。 素 線 片 ５ １ は 、 素 線 片 ５ ０ と 同 様 の 形 状 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 素 線 片 ５  
１ は 、 円 形 断 面 の 素 線 ３ ７ の 外 周 面 の 一 部 を 残 し 、 他 の 部 分 が 削 ら れ る こ と に よ っ て 形 成  
さ れ た 略 半 円 弧 形 状 を 有 し 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ２ の 間 の 凹 部 ６ １ に 沿 っ て 巻 か れ て い る 。  
以 上 説 明 し た よ う に 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の う ち の 一 つ の 素 線  
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３ ７ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ か ら 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ に 移 行 す る 部 分 で 、 横 断 面 積 の 小 さ い 素 線 片  
５ １ と な っ て 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ の 外 周 に 巻 か れ て い る 。 一 方 で 、 素 線 ３ ７ 以 外 の 素 線 （ ３ １  
～ ３ ６ ） は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ か ら 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ に 亘 っ て 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た  
、 素 線 片 ５ ０ Ｂ は 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ に お い て も 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ６ の 間 に 形 成 さ れ た 凹  
部 ６ ０ Ｂ に 沿 っ て 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 、 「 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 数 」 （ 「 第 ３  
区 間 Ｓ ３ Ｂ の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 条 数 」 ） に 、 素 線 片 ５ ０ Ｂ お よ び 素 線 片 ５ １ は 含 ま な  
い 。 つ ま り 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 数 は 、 ６ 本 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ３ は 、 多 条 コ イ ル １ Ｂ の 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ の 縦 断 面 の 一 部 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る 。  
第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 傾 き 角 度 β を 「 傾 き 角 度 β ３ 」 と 呼 ぶ 。  
第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 各 傾 き 角 度 β ３ は 略 同 一 で あ る 。 第 ３  
区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 傾 き 角 度 β ３ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｂ を 構 成 す る  
素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 傾 き 角 度 β １ よ り も 小 さ い （ β ３ ＞ β １ ） 。 さ ら に 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３  
Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 傾 き 角 度 β ３ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３  
１ ～ ３ ７ ） の 傾 き 角 度 β ２ よ り も 小 さ い （ β ３ ＞ β ２ ） 。 つ ま り 、 多 条 コ イ ル １ Ｂ の 傾 き  
角 度 は 、 後 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 撚 り 角 α を 「 撚 り 角 α ３ 」 と 呼 ぶ 。 第  
３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 各 撚 り 角 α ３ は 略 同 一 で あ る 。 第 ３ 区 間  
Ｓ ３ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 撚 り 角 α ３ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （  
３ １ ～ ３ ７ ） の 撚 り 角 α １ よ り も 大 き い （ α ３ ＞ α １ ） 。 さ ら に 、 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ を 構 成  
す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ６ ） の 撚 り 角 α ３ は 、 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ）  
の 撚 り 角 α ２ よ り も 大 き い （ α ３ ＞ α ２ ） 。 つ ま り 、 多 条 コ イ ル １ Ｂ の 撚 り 角 α は 、 後 端  
側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 大 き く な っ て い る 。 以 上 説 明 し た 多 条 コ イ ル １ Ｂ に よ っ て も 、 多  
条 コ イ ル １ Ｂ の 長 手 方 向 に お い て 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ ４ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ Ｃ の 全 体 構 成 の 縦 断 面 を 例 示 し た 説 明 図 で あ る  
。 第 ３ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ Ｃ は 、 隣 接 す る 素 線 （ ３ １ 、 ３ ７ ） の 間 に 素 線 ３ ８ が 追 加  
さ れ る こ と で 、 多 条 コ イ ル １ Ｃ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 変  
化 し て い る と い う 点 で 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ と 異 な る 。 多 条 コ イ ル １ Ｃ の 構 成 の う  
ち 、 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ と 共 通 す る 構 成 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 多 条 コ イ ル １ Ｃ は 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｃ と 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｃ よ り 後 端 側 に 位 置 す る 第 ２ 区 間  
Ｓ ２ Ｃ を 有 し て い る 。 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｃ は 、 ７ 本 の 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） に よ り 構 成 さ れ て い  
る 。 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｃ に お い て は 、 素 線 ３ １ と 素 線 ３ ７ の 間 に 素 線 ３ ８ が 巻 か れ て い る 。 こ  
れ に よ り 、 第 １ 区 間 Ｓ １ Ｃ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 は ８ 本 で あ り 、 第 ２ 区 間 Ｓ  
２ Ｃ を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 数 よ り 多 く な っ て い る 。 以 上 説 明 し た 多 条 コ イ ル １  
Ｃ に よ っ て も 、 多 条 コ イ ル １ Ｃ の 長 手 方 向 に お い て 曲 げ 剛 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て  
種 々 の 態 様 に お い て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 次 の よ う な 変 形 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
＜ 変 形 例 １ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 か ら 第 ３ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル （ １ 、 １ Ｂ 、 １ Ｃ ） に お い て 、 各 素 線 （ ３  
１ ～ ３ ８ ） の 横 断 面 の 形 状 は 円 形 で あ っ た 。 し か し 、 各 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 横 断 面 の 形  
状 は 、 楕 円 形 、 正 方 形 、 長 方 形 、 台 形 な ど の 種 々 の 形 状 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
＜ 変 形 例 ２ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル （ １ 、 １ Ｂ ） に お い て 、 素 線 片 （ ５ ０ 、  
５ ０ Ｂ 、 ５ １ ） は 、 素 線 （ ３ ７ 、 ３ ８ ） の 一 部 を 、 切 削 加 工 す る こ と な ど に よ り 形 成 さ れ  
て い る 。 し か し 、 素 線 片 （ ５ ０ 、 ５ ０ Ｂ 、 ５ １ ） は 、 素 線 ３ ８ と は 別 に 製 造 さ れ た 、 素 線  
（ ３ ７ 、 ３ ８ ） の 横 断 面 の 面 積 よ り 小 さ い 横 断 面 の 面 積 を 有 す る 線 材 を 、 素 線 （ ３ ７ 、 ３  
８ ） の 端 部 に 接 続 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
＜ 変 形 例 ３ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル １ に お い て 、 素 線 片 ５ ０ は 、 多 条 コ イ ル １ の 先 端 側 ま で 巻 か  
れ て い た 。 し か し 、 素 線 片 ５ ０ は 、 多 条 コ イ ル １ の 先 端 部 ま で 巻 か れ ず に 、 素 線 片 ５ ０ の  
先 端 部 が 多 条 コ イ ル １ の 中 間 部 分 に 固 定 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 素 線 片 ５ ０ の 先 端  
部 の 前 後 で 、 多 条 コ イ ル １ の 曲 げ 剛 性 の 差 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 素 線 片 ５ ０ の 端 部  
は 、 素 線 （ ３ １ ～ ３ ７ ） の 外 周 に 接 合 さ れ て も よ く 、 素 線 片 ５ ０ を 、 医 療 機 器 の 一 部 な ど  
に 用 い る 場 合 は 、 医 療 機 器 を 構 成 す る 他 の 部 材 と 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
＜ 変 形 例 ４ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 の 多 条 コ イ ル （ １ 、 １ Ｂ ） は 、 素 線 片 （ ５ ０ 、 ５ ０ Ｂ  
、 ５ １ ） を 有 し て い な く て も よ い 。 多 条 コ イ ル （ １ 、 １ Ｂ ） が 素 線 片 （ ５ ０ 、 ５ ０ Ｂ 、 ５  
１ ） を 有 し て い な い 場 合 、 素 線 （ ３ ７ 、 ３ ８ ） の 先 端 部 で 素 線 （ ３ ７ 、 ３ ８ ） の 一 部 を 切  
断 す る こ と で 、 各 区 間 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ ） を 構 成 す る 素 線 （ ３ １ ～ ３ ８ ） の 数 を 変 化 さ  
せ る こ と が で き る 。 素 線 片 を 有 し て い な い 場 合 、 隣 り 合 う 区 間 と の 剛 性 差 を 大 き く す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
＜ 変 形 例 ５ ＞
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 素 線 片 ５ ０ が 第 ２ 区 間 Ｓ ２ の 全 体 に わ た っ て 存 在 し て い る 。 第 ２ 実  
施 形 態 で は 、 素 線 片 ５ ０ Ｂ が 第 ２ 区 間 Ｓ ２ Ｂ 及 び 第 ３ 区 間 Ｓ ３ Ｂ の 全 体 に わ た っ て 存 在 し  
、 素 線 片 ５ １ が 第 ３ 区 間 の Ｓ ３ Ｂ の 全 体 に わ た っ て 存 在 し て い る 。 し か し 、 多 条 コ イ ル は  
、 素 線 片 が 第 ２ 区 間 や 第 ３ 区 間 の 全 体 に わ た っ て 存 在 し て い な く て も よ い 。
例 え ば 、 図 ４ で 例 示 し た よ う に 、 素 線 片 は 、 遷 移 部 ５ ５ と 一 定 部 ５ ６ と か ら 形 成 さ れ て い  
る が 、 一 定 部 ５ ６ を 切 断 し 、 素 線 片 が 遷 移 部 ５ ５ の み を 有 す る よ う に し て も よ い し 、 一 定  
部 ５ ６ の 一 部 を 切 断 し 、 素 線 片 が 遷 移 部 ５ ５ と 一 定 部 ５ ６ の 一 部 を 有 し 、 多 条 コ イ ル の 全  
体 に わ た っ て 存 在 し な い 形 態 と し て も よ い 。 素 線 片 が 存 在 し な い 場 合 、 素 線 数 が 変 化 す る  
境 界 で 隙 間 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 一 定 部 ５ ６ や 遷 移 部 ５ ５ を 残 す こ と に よ っ て 、 そ の 隙  
間 を 埋 め る こ と が で き る 。
　 素 線 片 を 有 し て い な い 又 は 素 線 片 の 一 部 を 切 断 し た 場 合 、 切 断 し た 素 線 （ ３ ７ 、 ３ ８ ）  
の 先 端 部 、 又 は 、 素 線 片 を 、 隣 接 す る 素 線 に 固 定 し て も よ い 。 固 定 方 法 は 限 定 さ れ な い が  
、 レ ー ザ ー 溶 接 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 １ … 多 条 コ イ ル
　 　 ３ １ ～ ３ ８ … 素 線
　 　 ５ ０ 、 ５ １ … 素 線 片
　 　 ５ ２ … 横 断 面
　 　 ５ ３ … 円 弧
　 　 ５ ４ … 弦
　 　 ５ ５ … 遷 移 部
　 　 ５ ６ … 一 定 部
　 　 ６ ０ 、 ６ １ … 凹 部
　 　 Ｏ １ … 軸
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　 　 Ｓ １ … 第 １ 区 間
　 　 Ｓ ２ … 第 ２ 区 間
　 　 Ｓ ３ … 第 ３ 区 間
　 　 α １ 、 α ２ 、 α ３ … 撚 り 角
　 　 β １ 、 β ２ 、 β ３ … 傾 き 角 度
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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